
別紙 

令和６年度地域課題解決共創事業「One+」 特定テーマ申請書 

希 望 テ ー マ 名 児童センターの利用促進について考えよう 

テ ー マ 要 旨 

（課題の概要） 

・盛岡市では、地域の児童福祉活動の拠点施設として、各小学校区に一つずつ児童館・児

童センター（以下「児童センター」という。）の設置を進め、令和５年度末に太田児童セ

ンターを整備したことにより、市内の全小学校区への設置を完了した。当市の児童セン

ターの施設数は、中核市の中でもトップクラスの多さである。 

・児童センターは、0歳から 18歳までの児童が、その置かれている環境や状況に関わり

なく誰でも利用できる施設として位置付けられている。 

・児童センターの実態としては、各小学校の授業終了後、児童の放課後の居場所として一

定の機能を果たしており、地区によっては混雑への対応や職員の増員が求められる施設

もあるが、大多数の施設においては、小学生利用時間帯以外の時間（例：平日午前中、平

日夜間）において利用率が低い状態である。 

・小学生はもちろんのこと、小学生以外（例：未就学児や中高生）の利用についても促進

させ、0歳から 18歳までの児童とその保護者が満足する施設の在り方について、検討を

要する。 

期 待 す る 効 果 

・学生ならではの視点で、児童センターの利用促進策や施設の魅力向上につながる方策

（一過性のイベントではなく、習慣的に施設を利用する方策等）について、自由な提案を

期待する。 

担 当 所 属 子ども未来部子ども青少年課施設管理係 

担 当 者 氏 名 小林 香織、藤原 夏紀、吉田 耕之助、渡辺 祐一郎 

連絡先電話番号 019-613—7257 

E - m a i l kodomo@city.morioka.iwate.jp 

協 力 内 容 

採択となった場合に、学生団体等に対して協力可能な内容がございましたらご記載くだ

さい。 

・情報提供、助言、ミーティングや会議への参加 

そ   の   他 

質問事項や相談等について自由にご記載ください。 

 


